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•朝日新聞デジタル

水泳・シャトルラン…体育の実技「負担」 教員採用試験で7割が廃止
2024年6月15日

公立小学校の教員採用試験で体育の実技を廃止する自治体が相次ぎ、文部科
学省がまとめた2022年度の状況では実施する自治体が3年前から7割以上減っ
ていた。新任教員の採用倍率が過去最低を更新し続けるなか、実技が受験者
の負担となっており、敬遠される原因の一つと自治体がみているためだ。

小学教員採用の3次試験で受験者に水泳の実技を課していた大阪府教育委員会
は、今年度から廃止を決めた。大学生らへの採用試験の説明会で「実技は試験
を受けるか考えるときのハードルになっている」と参加者から意見が出された
ことを踏まえたという。

受験者の対象年齢を「60歳未満」まで引き上げた福島県では、試験がある夏
場に「中高年には体力的な負担が大きすぎる」として、20メートルのシャト
ルランの実技を20年度から中止した。

全国の23年度採用倍率が4年連続で過去最低を更新するなか、自治体は体育の
実技が新型コロナウイルスの感染リスクになることに加え、受験者の負担にも
なっているとみて、相次ぎ取りやめている。

公立学校の教員採用試験を行う47都道府県と20政令指定市、大阪府豊能地区
の22年度の実施方法について文部科学省がまとめた資料によると、小学校で
体育実技を実施したのは12。19年度から40減った。

https://www.asahi.com/
https://www.asahi.com/
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子どもの体力の現状

文部科学省が行っている「体力・運動能力調査」によると、現在の子ども
の体力・運動能力の結果をその親の世代である30年前と比較すると、ほ
とんどのテスト項目において、子どもの世代が親の世代を下まわってる。
一方、身長、体重など子どもの体格についても同様に比較すると、逆に親
の世代を上回っている。

体格が向上しているにもかかわらず、体力・運動能力が低下しているこ
とは、身体能力の低下が深刻な状況であることを示しているといえる。

また、最近の子どもは自分の身体を操作する能力の低下も指摘されている。

子どもの体力の低下は、将来的に国民全体の体力低下につながり、生活
習慣病の増加やストレスに対する抵抗力の低下などを引き起こすことが
懸念され、社会全体の活力が失われるという事態に発展する可能性が大。

日本レクリエーション協会 子どもの体力向上ホームページより
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日本レクリエーション協会 子どもの体力向上ホームページより

体格（体の大きさ）
６年生（11歳）の身長・体重の平均値を比べてみると、今の子どもは３０
年前 (親世代) の子どもと比べて体が大きくなっている。
これは、昔に比べて生活がゆたかになり、栄養のある食べ物がたくさん食
べられるようになったからだと考えられている。



子どもの体力の現状

日本レクリエーション協会 子どもの体力向上ホームページより

運動能力
６年生（11歳）の５０ｍ走・ソフトボール投げの平均値を比べてみると、
今の子どもは３０年前の子どもと比べて低下してる。これは、昔に比べ
て生活が便利になり、生活の中で歩いたり、体を動かしたりすることが
少なくなってきているからだと考えられている。



子どもの体力の現状

スポーツ庁 全国体力・運動能力・運動習慣等調査 報告書より
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子どもの体力の現状
運動能力習慣、運動環境、地域によるもの 他
現代社会を取り巻く、色々な要素が重なり合って
体力低下につながっている・・・



Let’s Wellness Life !



その１．
「健康って何？」

普段、何気なく誰もが口にする｢健康｣
じゃあ、人間のどんな状態が｢健康｣なのか？

“説明しろ”と言われても、考え方やとらえ
方は様々で、むずかしいですよねぇ。



“単に病気や障がいがないという
ことだけではなく、

身体的、精神的、そして社会的にも

おだやかで幸福な状態を言う”

◇ＷＨＯ(ｗｏｒｌｄ health organization世界保健機関)によると、

｢健康｣とは



身体的

健康

精神的

健康

社会的

健康

ヘルス Health

フィットネス
Fitness

ウェルネス
Wellness

趣味、遊ぶことも
忘れずに！

よく食べ、よく寝て
適度な運動

仕事、勉強も
適度にがんばって

三
つ
揃
っ
て

初
め
て
健
康

＜日本ウェルネス協会＞

ひとづくり、まちづくり、ものづくり、ネットワークづくり、ふ
れあいづくり



◇通常は身体的なことばかりに、
                       健康として、目が行きがちですが、

◆加えて、病気･障害に打ち勝つ意識を
(精神的に)しっかりと持ち、

☆かつ、人生の目標･生きがいとするものを
(社会的に)持ち、

いきいきとした毎日を送れる事こそ、
真の｢健康｣であると考えます。



その２．体力とは？

あまり普段は考えないですが、

体力には大きく分けて２つありま
す。

防衛体力

こ う ど う た い り ょ く

ぼ う え い た い り ょ く



頭で考えたことを行動に移すときに
必要となる力
1.体を動かすための力
筋力・筋パワー
2.体を動かし続けるための力
筋持久力・全身持久力
3.体の動きを調整するための力
平衡性・敏捷性・巧緻性・柔軟性

行動体力



とりまく環境に中で起こるさまざまなことから
本能的に体を守る力

1.環境のストレスに耐える力
暑さ・寒さ・低気圧・高気圧・振動・化学物質など

2.微生物などによるストレスに耐える力
細菌・ウィルス・その他の微生物など

3.生理的なストレスに耐える力
運動・空腹・喉の渇き・不眠・疲労・時差

4.精神・心理的なストレスに耐える力
不快・苦痛・恐怖・不満など

防衛体力

適応



行動体力のなかの
調整力に着目したい！

平こう性（自分の体のバランスを保つ能力），
こうち性（運動が上手にできる能力），
敏しょう性（すばやく動作をなしうる能力）の

３つの要素からなる神経系の機能であり，
運動をコントロールする能力です。

調整力は
とても大事

でも
そのまえに

コー
ディ
ネー
ショ
ン能
力

コーディネーション



成
長
の
し
く
み
を
知
ろ
う
！

スキャモンの発育発達曲線

身長・体重や肝臓、腎臓などの
胸腹部臓器の発育

器用さやリズム感を担う

免 疫 力 を 向 上

生殖機能の発育



☆一般型
一般型は身長・体重や肝臓、腎臓などの胸腹部臓器の発育を示します。
特徴は乳幼児期まで急速に発達し、その後は次第に穏やかになり、二次性
徴が出現し始める思春期に再び急激に発達します。思春期以降に再び発育
のスパートがみられ大人のレベルに達します。
☆神経系型
器用さやリズム感を担う神経系の発達は脳の重量や頭囲で計ります。出生
直後から急激に発達し、４～５歳までには成人の80％程度（６歳で90％）
にも達します。
☆リンパ系型
リンパ系型は免疫力を向上させ扁桃、リンパ節などのリンパ組織の発達で
す。生後から12～13 歳までにかけて急激に成長し、大人のレベルを超えま
すが、思春期過ぎから大人のレベルに戻ります。
☆生殖器系型
生殖器系型は、男児、女児共、主に子孫を残すための機能の発育です。
小学校前半までは、わずかに成長するだけですが、14 歳あたりから急激に
発達します。生殖器系の発達で男子ホルモンや女性ホルモンなどの性ホル
モンの分泌も多くなります。男性・女性の特徴が顕著に表れてきます。



スキャモンの発育発達曲線（図）を見ると

5～8 歳頃（プレ・ゴールデンエイジ）に神経型が著しく
発達するのがわかります。

脳をはじめとして体内にさまざまな神経が張り巡らされ
ていく大事な時期です。
この時期には、遊びの要素も含んだ運動が必要です。

この運動プログラムにあたるのが、
コーディネーション（調整力）トレーニングになります。

コーディネーショントレーニングにより、多面的な基礎
づくりを行えば行うほど、次にくるゴールデンエイジ（9 

歳～12 歳頃）、さらには将来への準備になるのです。



第一線で活躍するスポーツ選手は、

コーディネーション能力が高く、その多くが子どものころ
に
人一倍さまざまな遊びを体験しています。

加えていうと、
遊びにかぎらずいろいろなスポーツを経験しているほど
専門種目を習得する際の伸びに違いが出てきます。

遊びやさまざまなスポーツを通して、基本的な動きを体験
し、
自然と神経系や感覚器が刺激されているためなのです。



その３．運動？何のために

なにをす
れば・・・

～体力を養うための
～



すこやかな成長・発達をうながす

筋肉・骨・臓器

代謝

適応

運動は



疲れにくい体になる

超回復

休養・睡眠

ケガをしにくい体をつくる

ケガからの回復を早める



食欲を増し、消化をうながす

栄養バランス

炭水化物・脂質・タンパク質・ミネラル・ビタミン



いつまでも若々しさを保つ



スポーツが上手くなる

スキ
ル

筋力心肺
機能

調整
力

柔軟
性

技術



勉強にプラスの効果

脳の発
達



豊かな心を育てる

自信成功

失敗



ストレスを和らげる

脳内物
質・エ

ンドル
フィン

達成感

精神的なリラックスを生み出す



外見的な魅力を高める

笑顔！

？



①心肺機能を高めよう！[持久力]

体に必要な栄養・酸素を全身に送る、
      いわばポンプ機能 (ジョギング・ウォーキングなど）
②筋力を高めよう＜保とう＞！

筋肉の機能をたかめることで、体のすみずみの
毛細血管を発達させる。(筋力トレーニングなど）

③柔軟性を保とう！(ストレッチ体操など）
      鍛えた筋肉が効率よく働く機能を発達させる。

④調整力（コーディネーション能力）
を高めよう！

     身体機能を上手に使う力を発達させる。
体・頭を使った様々な運動

運動＝体づくりのために



運動＝身体を動かす！

では、どんなこと？？？？

考え
てみ
よう
！



走る 跳ぶ 投げる 蹴る
打つ 捕る 登る つかむ

はう 転がる 押す 引っ張
る
ぶら下がる 持ち上げる
座る しゃがむ 立ち上がる
ささえる 倒す 引きちぎる
はさむ 押さえる 転がす
泳ぐ もぐる 飛び込む など



＜定位能力＞
動いているものと自分の位置関係を把握する

＜変換能力＞
状況の変化に合わせて，素早く動作を切り換える

＜リズム能力＞
リズム感を養い，動くタイミングを上手につかむ

＜反応能力＞
合図に素早く反応し適切に対応する

＜バランス能力＞
バランスを正しく保ち，崩れた姿勢を立て直す

＜連結能力＞
身体全体をスムーズに動かす

＜識別能力＞
道具やスポーツ用具などを上手に操作する



健康づくりの３要素とは！

運動

栄養 休養

の他は？

が 大事なんですよ！・







子どもの運動機会



子どもの運動環境（体力の二極化）

（スポーツ格差）
1960年代に始まったスポーツ少年団をはじめとする、

子どもの地域スポーツクラブが普及していった。元来は幅広く子どもた
ちにいろんなスポーツを味わってほしいという思いからスタートしたも
の。
いろんなスポーツを楽しむことが本旨であったが、大人たち(「勝利至上
主義」の指導者)が関わることで、スタイルが変わってしまった。

送り迎えやコーチの弁当など家庭の負担が増えて、経済的、時間的余力
がある家庭の子どもだけが地域のクラブに積極的に関われるようになっ
ていった。

通商産業省（当時）が1990年に出した「スポーツビジョン21」では、

スポーツの産業化ということがうたわれた。スポーツは市場経済に取り
込まれ、子どもは「消費者」になり、無償あるいは安価で楽しめる文化
活動だったものが、有料化、高額化していく動きが始まった。その結果、
スポーツへのアクセスに家庭の経済資源の多寡が強く影響するように
なってしまったと考えられる。



子どもの運動環境（体力の二極化）

（スポーツ格差）＜スポーツ(運動)は権利＞
2011年にスポーツ基本法ができ「スポーツを通じて幸福で豊かな生活を

営むことは、全ての人々の権利」として人権のひとつに数えられた。国
際的にはユネスコが1978年に「体育・スポーツ国際憲章」で「体育・ス

ポーツの実践はすべての人にとって基本的権利である」と宣言していて、
日本は30年以上遅れているとされる。そのため、日本ではスポーツが権
利であるという権利思想が国民の中にいまだに浸透していない。

本来、権利というものは、高い料金で売買してはいけないもの。オリ
ンピック選手になりたいという少数は別に、ごく普通の子どもたちが
サッカー・野球・バレーボールなどをすることに、高いお金を払わな
いといけないというのは問題があると思われる。



子どもの運動環境（体力の二極化）

（スポーツ格差）

校庭や公園（空き地）での運動制限や場所の減少
ボール投げ・木のぼり・高所からのとびおりなどは自由にできなくなった 権利奪ってない？

スポーツ活動は、体を動かして体力を高めるだけでなく、技術の習得や
戦略の工夫などには知的な側面もあり、また、ひらめきや感性、フェア
プレー、スポーツマンシップなどの道徳性も求められる。つまり、子ど
もがスポーツを経験するということは、総合的な人間性を育むというこ
と。

スポーツ(運動)することは子どもたちの

発達や成長、そして未来にとって非常
に重要な権利



子どもの運動環境（地域格差）
「全国体力・運動能力、運動習慣など調査で福井県が全国1 位」
全国体育テストは、小学5 年生と中学2 年生を対象に平成20 年から実施されている
抽出テスト。握力など実技に関する調査の成績を得点化して体力合計点を小学生と
中学生で単純平均して比較。福井県は52.12 ポイントで1 位、秋田県が51.43 ポイン
トで2 位。福井県と秋田県は全国学力テストでも上位2 県で、学力、体力とも全国に
トップクラス。
福井県では、昭和60 年に子供たちの体力・運動能力にピークを迎え、それ以後下が
り続け平成10 年には最低に。福井県は「一人ひとりの運動能力を的確に把握し、計
画的に指導してきた成果」と好成績の要因を強調。その裏づけとして、福井県は体
育専門教員数が全国1 位の１校あたり 0.46 人で全国平均の８倍。
永平寺町上志比小学校では、午前８時の授業前に校庭に集まった子供たちがそれか
ら５分間、校庭や裏山を走る「５分間走」が日課となっている。また各学校でも放
課後に取組んでいるのが“スポーツ大好きっ子育成事業”で運動が得意でない子も
自主的に参加して運動の楽しさに触れている。学校、家庭、地域が三位一体となっ
て子供の体力・運動能力向上に取組んでいる結果。



子どもの運動環境（地域格差）



子どもの運動環境（収入格差）
収入が少ない家庭の子ほど、体力や運動能力が低い傾向がある――

そんな「子どものスポーツ格差」が指摘されている。学力の低い子は体力・運
動能力も低い傾向があり、学年が上がるにつれて格差が拡大していくことも、
指摘されている。コロナ禍の影響も深刻。

筑波大体育系 清水紀宏教授（スポーツ経営学）



子どもの運動環境（収入格差）

2018年に岐阜県多治見市の協力を得て実証研究
公立の幼稚園と保育園、小中学校の子どもたちの体力データと、
保護者用アンケート、小5～中3の子ども向けアンケートをひもづけて検証

筑波大体育系 清水紀宏教授（スポーツ経営学）



全国学力調査都道府県べつ順位平成２６年度

• １ 福井県 ７０，０ ３８ 福島県 ６２，９

• ２ 秋田県 ６９，７ ３８ 福岡県 ６２，９

• ３ 富山県 ６８，０ ４０鹿児島県６２，８

• ４ 石川県 ６７，５ ４１ 滋賀県 ６２，４

• ５ 静岡県 ６７，０ ４２和歌山県６１，９

• ６ 群馬県 ６６，８ ４２ 岡山県 ６１，９

• ７ 山口県 ６６，５ ４４ 佐賀県 ６１，８

• ８ 愛媛県 ６６，２ ４５ 大阪府 ６１，５

• ９ 東京都 ６６，１ ４６ 高知県 ６０，３

• 10 青森県 ６５，８ ４７ 沖縄県 ５７，１

参



全国体力運動能力調査平成27年度都道府県順位

• １ 福井県 １１７，６３ ３８ 京都府 １０７，４８ 

• ２ 茨城県 １１５，２６ ３９ 滋賀県 １０７，４０

• ３ 新潟県 １１４，５７ ４０ 宮城県 １０７，１５

• ４ 秋田県 １１４，２７ ４１ 山形県 １０６，８４

• ５ 石川県 １１３，６５ ４２ 兵庫県 １０６，５７

• ６ 埼玉県 １１３，４９ ４３ 沖縄県 １０６，３６

• ７ 広島県 １１３，３３ ４４ 北海道 １０６，２３

• ８ 富山県 １１２，７６ ４５ 大阪府 １０５，６８

• ９ 千葉県 １１２，４４ ４６ 愛知県 １０５，６４

• 10 大分県 １１２，１３ 47  神奈川県 １０５，０５

参



小学生携帯電話・スマートフォン所持率
ランキング

• １ 東京都 ６８，１ ３１ 富山県 ５２，１

• ２ 神奈川 ６６，８ ３２ 福井県 ５２，０

• ３ 大阪府 ６５，８ ３７ 石川県 ４９，２

• ４ 沖縄県 ６１，６ ４１ 鳥取県 ４７，９

• ５ 千葉県 ６１，４ ４２ 栃木県 ４７，７

• ６ 兵庫県 ６１，１ ４３ 青森県 ４６，５

• ７ 埼玉県 ６０，４ ４４ 山形県 ４５，６

• ８ 福岡県 ６０，３ ４５ 岩手県 ４５，５

• ９ 奈良県 ５９，６ ４６ 長野県 ４３，５

• 10 京都府 ５９，５ ４７ 秋田県 ４３，１

参



持ち家比率

• １ 秋田県 ７８，４ 全国平均 ６１，１

• ２ 富山県 ７７，５ ３９ 宮城県 ６０，８

• ３ 福井県 ７７，４ ３９ 京都府 ６０，８

• ４ 山形県 ７５，５ ４１ 愛知県 ５７，８

• ５ 新潟県 ７３，９ ４２ 北海道 ５７，２

• ５ 岐阜県 ７３，９ ４２ 神奈川 ５７，２

• ７ 三重県 ７３，０ ４４ 福岡県 ５３，６

• ７ 島根県 ７３，０ ４５ 大阪府 ５３，０

• ９ 和歌山 ７２，８ ４６ 沖縄県 ５０，２

• ２１石川県 ６９，１ ４７ 東京都 ４４，６

参



都道府県別離婚率（人口千対）

• １ 沖縄県 ２，５９ ４０ 石川県 １，５３

• ２ 北海道 ２，０９ ４１ 岩手県 １，５５

• ３ 大阪府 ２，０８ ４２ 福井県 １，５１

• ３ 宮崎県 ２，０８ ４３ 島根県 １，５０

• ５ 福岡県 ２，０４ ４４ 山形県 １，４７

• ６ 和歌山 ２，０１ ４４ 富山県 １，４７

• ７ 高知県 １，９４ ４６ 秋田県 １，４２

• ８ 東京都 １，９２ ４７ 新潟県 １，４１

• ９ 鹿児島 １，８７

• 10 熊本県 １，８６ 全国平均 １，８４

参



『つながり格差』が学力格差を生む

• 離婚率の低さ 家庭・家族とのつながり

• 持ち家率の高さ 地域・近隣社会との子どものつながり

• 不登校率の低さ 学校・教師と子どものつながり

参



学校（小学校）での運動の現状



学校での運動の現状（愛知県）



学校（小学校）での運動の現状



学校（小学校）での運動の現状
堺市立浜寺小学校の場合
児童数：459名(R６年) ピーク時：1893名（S47年）



学校（小学校）での運動の現状
堺市立浜寺小学校の場合

R８年度完成予定

グランド

トラック１週100ｍ

50ｍ直線 ６レーン



学校（小学校）での運動の現状
堺市立浜寺小学校の場合

第２グランド（臨時）

徒歩 3～8分

通常の休み時間に

ここで運動することは

非常に厳しい・・・



地域における健康づくりのための取り組み

1．学校保健体育授業への提案(監修・サポート)

・指導方法（教員に対してのレクチャー・研修開催）
・時間の有効利用（タイムスジュール管理）
・道具の活用方法（既存・製作・創作）
・空間(場所)の有効活用

2．地域でのスポーツイベントの開催 

・運動能力向上のための・・
・運動機会を増やすための・・
・無理なく楽しく大人も交えての・・
・居場所づくりのための・・



1．学校保健体育授業への提案(監修・サポート)

・指導方法（教員に対してのレクチャー・研修開催）



1．学校保健体育授業への提案(監修・サポート)

・時間の有効利用（タイムスジュール管理）

◇効率の良い準備体操(コーディネーショントレーニング）
とにかく“楽しんで”身体を動かす時間を確保する



1．学校保健体育授業への提案(監修・サポート)

・時間の有効利用（タイムスジュール管理）
◇2コマ続きの時間割（水泳・運動会シーズン）



1．学校保健体育授業への提案(監修・サポート)

・時間の有効利用（タイムスジュール管理）
◇備品の連続使用により無駄な時間カット



1．学校保健体育授業への提案(監修・サポート)

・道具の活用方法（既存・製作・創作）



1．学校保健体育授業への提案(監修・サポート)

・道具の活用方法（既存・製作・創作）



1．学校保健体育授業への提案(監修・サポート)

・道具の活用方法（既存・製作・創作）



1．学校保健体育授業への提案(監修・サポート)

・空間(場所)の有効活用



1．学校保健体育授業への提案(監修・サポート)

＊親子運動会＊



1．学校保健体育授業への提案(監修・サポート)

＊リレーマラソン参加＊





2．地域でのスポーツイベントの開催 

・運動能力向上のための・・ 「走り方教室」 2012年～



2．地域でのスポーツイベントの開催 

・運動能力向上のための・・ 「走り方教室」 2012年～



2．地域でのスポーツイベントの開催 

・運動能力向上のための・・ 「走り方教室」 2012年～



2．地域でのスポーツイベントの開催 

・運動能力向上のための・・ 「夏休み水泳教室」 2014年＊～



2．地域でのスポーツイベントの開催 

・運動能力向上のための・・ 「夏休み水泳教室」 2014年＊～



2．地域でのスポーツイベントの開催 

・運動能力向上のための・・ 「夏休み水泳教室」 2014年＊～



2．地域でのスポーツイベントの開催 

・運動機会を増やすための・・

・無理なく楽しく 大人も交えての・・ モルック体験会



2．地域でのスポーツイベントの開催 

・運動機会を増やすための・・

・無理なく楽しく 大人も交えての・・ ディスコン体験会



2．地域でのスポーツイベントの開催 

・居場所づくりのための・・ 子ども会とのタイアップ



2．地域でのスポーツイベントの開催 

・居場所づくりのための・・ 子ども会とのタイアップ



2．地域でのスポーツイベントの開催 

・居場所づくりのための・・ 子ども会とのタイアップ



まとめ





我々、運動指導者が出来ることはたくさんあります

自由に運動できる場所や機会が制限されがち

運動機会は学校まかせにせず 地域と協力

子どもたちに運動の大切さ必要性を理解してもらう 

運動だけではなく食事・睡眠の重要性も・・・

そんな話しができるコミュニティー作りを大人が・・ 

しかしながら子どもは大半が学校で過ごします

可能な限り「学校教育」へも アプローチしましょう

多くの学校に体育専科の教員を配置(提言)
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